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電
力
が
支
え
る
人
の
健
康

イラスト　中村　久美

　
東
日
本
大
震
災
か
ら

年
が
た

ち
ま
し
た
。
当
時
、
底
冷
え
の
す

る
中
で
避
難
生
活
を
送
っ
た
方
も

多
か
っ
た
は
ず
で
す
。
首
都
圏
で

は
計
画
停
電
が
実
施
さ
れ
、
電
気

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
切
さ
を
再
認

識
し
た
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
冬
は
厳
し
い
寒
さ
が
続
き

ま
し
た
。
特
に
２
月
は
寒
波
が
２

度
襲
来
し
、
各
地
で
寒
さ
を
実
感

さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
日
本
人
の
死
亡
は
冬
に
多
く
、

「
低
い
室
温
」
が
死
因
の
１
割
を

占
め
ま
す
。心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
、

肺
炎
、
老
衰
な
ど
、
冬
に
は
が
ん

や
自
殺
以
外
の
死
因
が
増
え
ま

す
。
月
別
死
亡
率
は
１
月
が
最
も

高
く
、
２
月
、

月
、
３
月
と
続

き
ま
す
。
冬
を
暖
か
く
過
ご
す
こ

と
は
快
適
な
だ
け
で
な
く
、
健
康

維
持
に
も
重
要
で
、
適
切
な
エ
ア

コ
ン
の
利
用
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
安
価
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
人
間
の

健
康
を
支
え
ま
す
。
一
方
で
、
が

ん
治
療
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た

す
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
や
そ
れ
を

支
え
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
莫
大

な
電
力
を
消
費
し
ま
す
。
政
府
が

２
月
に
閣
議
決
定
し
た
、
国
の
中

長
期
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
指

針
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
の

改
定
案
に
よ
る
と
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
や
半
導
体
工
場
の
新
増
設
に

伴
い
、
２
０
４
０
年
度
に
必
要
な

発
電
電
力
量
は

年
度
の
１
・
２

倍
に
あ
た
る
１
兆
２
千
億
㌔
㍗
時

と
推
計
し
て
い
ま
す
。

　
増
え
る
電
力
需
要
は
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
原
子
力
発
電
で
ま

か
な
う
と
の
こ
と
で
す
。
原
発
事

故
後
か
ら
記
載
さ
れ
た
「
可
能
な

限
り
原
発
依
存
度
を
低
減
す
る
」

も
削
除
さ
れ
、
原
発
へ
の
回
帰
を

鮮
明
に
し
た
と
い
え
ま
す
。

　
国
外
で
は
巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業
が
原

子
力
発
電
所
か
ら
電
力
を
直
接
調

達
す
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。
米
グ

ー
グ
ル
は

年

月
、
次
世
代
型

の
小
型
原
子
炉
を
手
が
け
る
企
業

か
ら
電
力
を
調
達
す
る
契
約
を
発

表
し
ま
し
た
。
最
初
の
小
型
原
子

炉
を

年
ま
で
に
稼
働
さ
せ
、
計

７
基
で
５
０
０
㍋
㍗
の
電
力
を
供

給
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
米
ア
マ

ゾ
ン
は
原
子
力
事
業
者
と
１
２
６

０
㍋
㍗
の
電
力
の
契
約
を
結
び
ま

し
た
。
米
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は

年
に
運
転
停
止
し
た
ス
リ
ー
マ
イ

ル
島
原
子
力
発
電
所
１
号
機
を
再

稼
働
さ
せ
、
全
発
電
量
を

年
間

受
け
と
る
契
約
を
結
ん
で
い
ま

す
。

　
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は

時
間
３

６
５
日
、
絶
え
間
な
く
デ
ー
タ
を

処
理
す
る
必
要
が
あ
り
、
太
陽
光

や
風
力
発
電
と
い
っ
た
時
刻
や
天

候
に
左
右
さ
れ
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
だ
け
で
は
安
定
的
な
供
給

が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
大
量
の
電
力

を
脱
炭
素
電
源
か
ら
安
価
か
つ
安

定
的
に
確
保
す
る
た
め
、
原
子
力

発
電
を
選
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

　
人
の
健
康
を
支
え
る
エ
ア
コ
ン

も
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
も
、
電
力
で

動
い
て
い
ま
す
。
東
京
電
力
福
島

第
１
原
発
事
故
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
安
全
最
優
先
を
第
一
に
、
が

ん
か
ら
も
寒
さ
や
暑
さ
か
ら
も
国

民
の
身
を
守
り
健
康
を
保
つ
総
合

的
な
方
策
と
し
て
、
国
益
を
最
大

化
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
今
、

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

（
東
京
大
学
特
任
教
授
）


